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し、かなくなフた。そこで， 1905'Fごろから10年にかけて， 7 メり〉ちの東部では
多段階式の精留塔が，太平洋岸ではパイザスチルが同現し，やがて両者が結令
して， トラ γプノレ (Trumble)式連続蒸留装置(1912年〕の如き石油精製の流
れ作業化が始まった。さらに1916年にパフツレ・タワーが導入され，精留技術が
飛躍的に進歩した"。
同じ頃中部大陸地方では， インディアナ・スタ γダード社 (Standard Oil 
Company [Indiana]) のパートγ(w.M. Burton)が，以前から経験的に
知られていた熱分解のメカニズムの研究に着手し， 1913年その原理の工業化に
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加えて，イ Yディアナ・スタ y グード社は硫黄分の多い原油を処理する必要
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タνグ ド社は 100万ドルの建設費を親会社たるスタ yダード(ユュ←ジャ-
Pー〕石油会社に要求したが，同トラストはすでに解体命令をうけ，最高裁に




原料油から9.8ガロ γのガソリ γの収量を得町， ガソリン収率を倍加する革命
的な精製技術が確立されたのである。そのうえ原油価格(1バーレノレ当り1.47
ドノレ〉より割安のガス油(同1.05ドノレ〕を原料としたから， 分解ガソり Yの製
造費用はガロ Y 当り 13.5セントにすぎず， 直溜ガソリ γ に比して28'70のコ見ト
引下げを実現した叫。なおガソリ γ販売価格は自動車の普及につれて高騰しつ








12) P. H. Giddens. o.ρ cit" p. 149 
13) John Lawrence Enos. Pef叩/，附i.Progress and P:問ifzts:A History 01 P叩 cess
Innovatioη， 1962. p. 299 
14) J. L. Enos，暗唱d..p. 42 なお，バー ト γ装置のその後の改良により，分解ガソリンのコス
トは1916年までに9.8セント (ガロン当り〕に低下している。 またエノスのロスト計算は.巨E
製品の収入を考慮していなし、。 (lbid.，pp. 299， 304.) 





















16) P. H. Giddens， ibid.. pp. 152-153 
17) ちなみに1914-1920年のパー トγ特許供与先会社を示せば次の通りである。括弧円は供与年次
を示す。 (H.F. Wi1liamson and others， ot. cit.， p. 148.) 
Imperial Oil (Canada) (1914)， Standard Kansasο914)， Solar Refining (1914) .
Standard New Jersey (1915). Magnolia Petroleum (1915)， Standard Ohio (1916)， 
Tidewater (1916). Standard Kentucky (1916)， Standard Louisiana (1917)， 
Standard California (1918)， Utah Oil Refining (1918)， Standard New York 
(1919)， Petroleum Refining (1919)， Humble Oil and Refining (1919)， White Oil 
and Refining (1920) 
18) P. H. Giddens， ot. cit.， p. 1.60 












特許料の形態での超過利潤の吸収も相当な額に達した。 エノス(}.L. Enos) 
の控え目な計算によっても，ィ γディアナ・ 3ベタ Yダード社はパート Y法の導
入により，最初の12年間(1913-1924年〕に累計150百万ドノレに及ぶ収益をあげ，
これは同じ期聞の同社の計上総利益の半ばを占めるものであった問。パート γ






20) J. L. Enos，。ρcit.，p. 46. 
21) たとえば カリヲォルェア・スタゾダー ド社は50万Yルを投じてパー ト γ式装置を建設したも
のの，その成績が悪し熱分解の基本原理から研究をやり直G.250万ドルを支出しているロ
(P _ p. Giddens， o.ρ 白 t.，p. 162.) 
22) P. H. Giddens. ibid.， pp. 160-162 
23) 1913-1924年間のパー トγ法に上る分解ガツリゾの生産量は70億20田万ガロソ(!億6706万ノミ
レール〕であって， そのうちイYディアナ スタシグー ド社の生産は30憶4055億ガロ γ(52
%).ライセソジー のー生産は33億7948"万ガロゾであった。(1.L. Enos，。少 cit.，Appendix 
Table 14より計茸〕
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26) lbid.， p. 309 

























27) Kendall Birr， ot. cit.， p. 2 
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トの域壱問なかった叫。しかし， 20年代にはいるとダブス法 (Dubbsprocess)， 
クロス法 (Crossproc四 5)，ホームズ・マγレ一法 (Holmes-Manleyproce 












喜吉会社であるアーマ一社 (Armourand Company) の創設にがかるもので，
30) CamDbell Osborn. Oil Ecnnomir:s， 1932， p. 144 
'31) Williamson and others， ot. cit.， p.150 









Asphalt and Rubber Company)の取得があった。 1913年仁同社のアスフプ
ルト製造技術に関する特許壱補強する必要上，カリフォノレニアの小精油業者 J.
A ダブス (]e田 eA. Dubbs)の保有する特許を買収し，これら特許を管理す
る目的からナショナノレ炭化水素会社 (National H ydrocarbons Company，の











かくてアーマ 社の豊富な資金と c.p ダプ月 (CarbonP. Dubbs)， G 
てグロフ (GustavEgloff)などの技術者，化学者の努力とは本来原油の水切
33) J. L. Enos. ot目 αt.，p. 62 
剖) K. Beaton， ot. cit.， pp. 241-242. 
35) J. L. Enos， o.ρcit. pp. 64-67. 
36) K. Beaton.ゆ.cit.， pp 古田 255





プ・ァ、チノレによ v てのみ行うこと。⑧パート γ法よりも高温高圧を使用する結
果分解率が高い。③分解の際に重合してできるターノレ分壱分離して，溜出泊の
みを循環すzとと(清浄袖循環 cleancirculution方式〉などがそれである c


















38) A. N. Sachanen， Conversion 01 Petroleum， 194U， p. ~59，季書房嗣『石油精製法」
1962， 9頁。
39) K. Beaton， ot. cit.， pp. 242-243 
4の lbid.，pp. 243-244 




(Roxana Peholeum Cornpany) は， 1919年末に最初の実施権を獲得したが，
Vェノレの技術陣の協力のもとにダヅR法の実用装置の能力は最初の 250/ミ レ

















41) J. L. Enos， QP. cit. pp. 77-81 
42) ダプス装置の収率はガス油を原料油と Lた場合，ガソリン50%，重油36%. ヨー クス，ガス，
ロスなど14%であった。 (Enos，ihid.， p.82.) 
改良型バー トン装置の収率はガソリン41.3%，ガス油10.6%，重油40.6%. コー クス，ガA.
ロスなど8.5jるであった。 (Enos，ibid.， p.299.) 
43) Enos. ibid" pp. 80-81. 

























45) ]. L. Enos. ot. cit.， p. 87 
46) George Sweet Gibb and Evelyn H. Knowlton. Histo叩ザ StandardOil Co隅
tany' (New Jersey). The Resurgent Years. 1911-1927， 1956‘pp. 520-521 

























47) Gibb and Knowlton. ibほd..pp. !i?2-S?3 
48) lbid.. p. 531固なお開発部は1927年に StandardOil Development Companyとして法
ノ組織左なり，さらに1955年に Esso，Research and Engineering Comp;1nyと改祢し
今日にいたる。






















して，チュ -f・タンタ法は広汎に採用されることになった。 1927年には7 メ
リノむの分解ガソリ γ総生産高中，その占める割合はパー 1，:/法を抜いて首位に
たち， 1920年代末には三分のーを超えるに至ったく第1表参照〕。
50) Ibid.， p. 529 
51) J. L. Enos.， ot目 αt.，p. 107 
52). Gibb and Knowlton， ot. cit.， p. 534 
53) Ibid.， p. 535 
54) J. L. Enos，。ρ.cit.， p.111 
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また開発部による高温高圧化技術の開発に伴って，処理能力は急速に高めら
れ， 1928年には庄力750ポy 1'/平方イソチ， 設計能力3000~4000バーレノレ/日
の装置が建設されたが，運転経験を積むにつれ，その実際能力は7000~8000ノミ







1914 2，024 100.0 
1915 4，141 100.0 
1916 6，950 100.0 
1917 10，035 100.0 
1918 12，180 100.0 
1919 16，200 100.0 
1920 17，412 97.1 2.9 
1921 22，441 94.6 吐1 5.3 0.0 
1922 27，554 92.4 0.0 0.9 65 0.5 
1923 30，459 82.4 1.2 2.6 12.5 1.3 
1924 38，497 66.5 4.0 5.0 20.4 4.1 
1925 68，583 41.2 3.6 5.6 15.0 8.7 25.9 
1926 93，756 28.4 4.1 15.2 12.5 12.7 27.1 
1927 101，226 150 4.3 19.5 13.9 15.8 30.9 
1928 122，584 11.5 5.9 34.7 17.4 15.5 15.0 
1929 143，727 9.4 5.7 33.4 17.8 17.4 16.3 
資料 J.L. Eno，; Petrnlfjum P'Iog阿円四ilPYOfits， p. 28~ 





55) Jbid.， p. 125 
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58) Ibid" p. 238. 
59) Ibid.， p. 311 
60) Gibb and Knowlton， op. cit.， p. 547 
61) J. L. Enos. O~ρ cit.. p. 121 














γ ・プロダグツ社のグロス法を実施しているピュア石油会社 CPureOil Co.) 






ー・スタ γ ダード社と争っていた時 c
そζ でジャークー・スタ yダード社に対する共同戦線結成のため， 1923年は
じめテキサス社とガソリ Y ・プロダグツ社の聞に特許プーノレが結成され，さら
にテキサス社の仲介で，イ γティアラ社との問にも同様にクロス・ライセY ス
62) P. H. Giddens. ot. cit.， p.2忌7
63) Ibid.， pp. 258-259 
64) Gibb and Knowlton， ot.αt.， p. 550 
65) Ibid.， pp. 551-552 
86 (86) 第95者第1号
およびガソリ:/.プロダグツ社の特許料収入の分配を内容とした協定が成立し
た町。この両協定の結果，事実上ガソリ Y ・プロググツ社はテキ+ス社とイ y
ディアナ社に従属することになったが，その後， 1928年にいたって，ケロッグ
社 (M.W. E:ellogg)を加えた三祉の買収するところとなった町。











他方， u. o. P 社に対する特許プール加盟四社の闘争は1923年の「平和協








66) P. H. Giddens， 0ρ.αt. pp. 263-264 
67) Ib叩d.，p. 278 
68) H. F. Wil1iamson， ot. cit. p. 387. 
69) J. L. Enos. ot. cit.， p.88 
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ージー，イソディアナ，三六キサス三社の間に協議が続けられ，ついに1931年は
じめ，五大石油会社による U.O.Pの買収協定 (Peaceof 1931)が調印され
た問。同社の買収資金2，邑00ノザドノレほ次のようにして調達された。 すなわち，
V ェノレとカリフォノレユア・ λ タンダードはそれぞれ， 750万ドノレ， 250万ドノレを
出資してユナイテッド・ガソリ γ社 (UnitedGasoline Corpのちに Universal
Oil Prod uctsの旧称に復帰〉を設立し， U. O. P 社の全資産を取得する。五
社はまた， それぞれナイテヅド社の振出す額面300万ドノレの約束手形を引
受け， TJ. O. P の特許を取得するというものであった。なお， 同協定の成立
直後に， 7 トラ yチック精油会社およびガノレフ石油会社の三社もとれに参加し，
特許プーノレ加盟会社は 7社に拡大した。





70) K. Beaton， 0.ρ cit." pp. 256-258. 
71) T. N. E. C.. M()依ogruth.No. 39. p. 31. 
